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※本資料の前年同期比・増減率欄等の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。 
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Ⅰ．平成２８年度（２９年３月期）中間決算の概要 
  １．損益状況   
 （１）実質業務純益・コア業務純益 

〇実質業務純益は、前年同期比１億１８百万円増加し、２５億２５百万円。 
  資金利益は減少したが、国債等債券関係損益の増加のほか、役務取引等利益の増加や 
  経費の減少などにより前年同期比で増益となった。 

〇コア業務純益は、前年同期比１億１６百万円減少し、２１億１０百万円。 
（単位：百万円）

【実質業務純益の変動要因】

○主な増益要因 （単位：百万円）

役務取引等利益

＜参考＞資金利益の変動内訳 （単位：百万円）

国債等債券関係損益
預貸差利益 ①（ ②－③ ）

貸出金利息 ②

○主な減益要因 （単位：百万円） 預金等利息（※） ③

有価証券利息配当金 ④

その他 ⑤

資金利益 資金利益 ①＋④＋⑤

（※）預金等利息＝預金利息＋譲渡性預金利息

8,010 8,318 △ 308

6,705

8,318

414 180

△ 361

△ 308

△ 19 △ 11

317 △ 27

1,950 37

8,010

6,344

1,987

290

△ 30

28年9月期
(A)

27年9月期
(B)

前年同期比
(A)－(B)

(B)

項　目

実 質 業 務 純 益 1182,525

項　目
27年9月期

項　目

6,053

△ 90

234

△ 3346,387

28年9月期 27年9月期 前年同期比

経費

28年9月期
(A)

6,292

2,407

264 214

(A)－(B)

50

コ ア 業 務 純 益 2,110

132 61 71

前年同期比

6,382

2,226 △ 116

項　目
28年9月期 27年9月期 前年同期比

(A) (B) (A)－(B)

金融派生商品損益

実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額 
コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益 
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（２）経常利益 

（単位：百万円）

【経常利益の変動要因】

○主な増益要因 （単位：百万円）

＜参考＞実質与信関係費用の変動内訳 （単位：百万円）

実質業務純益

実質与信関係費用 実質与信関係費用(①＋②－③－④－⑤)

①一般貸倒引当金繰入額

②不良債権処理額

うち個別貸倒引当金繰入額

○主な減益要因 （単位：百万円） うち貸出金償却

うち偶発損失引当金繰入額

③貸倒引当金戻入益

④偶発損失引当金戻入益

⑤償却債権取立益

-

-

394

△ 46 301

項　目

前年同期比
(A)－(B)

27年9月期

241

(B)(A)

27年9月期
(B)

2,1812,422

28年9月期
(A)

188

△ 27

155

27

421

155

5353 -

-

前年同期比28年9月期

△ 153

(A)－(B)

△ 347

28年9月期

項　目

経 常 利 益

118

前年同期比

2,525 2,407

項　目
(A) (B)

27年9月期

前年同期比
（△）

△2

4

2

132

27年9月期

△ 233

37

241

-

△37

(A)－(B)

（△）

128

△ 46 301 △ 347

(B) (A)－(B)

退職給付費用(臨時処理分) 150 △ 48 198

項　目
(A)

28年9月期

株式等関係損益 28 59 △ 31

〇経常利益は、前年同期比２億４１百万円増加し、２４億２２百万円。 
  実質業務純益の増加に加え、実質与信関係費用の減少などにより前年同期比で増益となった。 
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（３）中間純利益 

〇中間純利益は、前年同期比２億７９百万円増加し、１７億３４百万円。 
   

【平成28年9月期の損益状況（単体）】
（単位：百万円）

業務粗利益 8,818 8,789 29

コア業務粗利益 8,403 8,609 △ 206

経費 6,292 6,382 △ 90

実質業務純益 2,525 2,407 118

コア業務純益 2,110 2,226 △ 116

経常利益 2,422 2,181 241

（経常収益） 10,925 10,389 536

（経常費用） 8,502 8,208 294

特別損益 △ 9 △ 55 46

税引前中間純利益 2,413 2,125 288

税金費用 679 670 9

中間純利益 1,734 1,455 279

前年同期比

(A)－(B)
項　目

28年9月期

(A)

27年9月期

(B)

コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券関係損益 
コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額 
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２．業務計数 
（１）貸出金 

○貸出金残高は、前年同期比１９３億円（２．０％）増加し、９，７７７億円。 
  中小企業向け貸出の伸長により事業者向け貸出が増加したほか、 
     住宅ローンを中心に個人向け貸出が増加した。 

（単位：億円）

前年同期比

貸出金残高 2.0

事業者向け貸出 2.1

個人向け貸出（消費者ローン） 2.4

うち住宅ローン 2.4

地公体向け貸出 0.5

増減率

2,589

1,286

2,528

1,279

61

7

％

％

％

28年9月末

(A)

27年9月末

(B)

193

119

67

(C)

(A)－(B)
項　目

％

％

(C)／(B)

9,777

5,712

2,777

9,584

5,593

2,710
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（２）預金等・預り資産 

○預金等残高は、前年同期比２２９億円（１．７％）増加し、１兆３，２５４億円。 
  個人・法人ともに増加した。 

○預り資産残高は、前年同期比１４億円（１．１％）減少し、１，２１７億円。 
  生命保険が増加した一方で、個人向け国債の償還により公共債が減少したほか、 
  基準価額の下落により投資信託が減少し、預り資産全体では前年同期比１４億円減少した。 

（単位：億円）

前年同期比

預金等残高(※） 1.7 ％
うち個人 0.8 ％
うち法人 1.1 ％

（※）預金等残高＝預金残高＋譲渡性預金残高

（単位：億円）

前年同期比

預り資産残高 △ 1.1 ％

投 資 信 託 △ 3.0 ％

公 共 債 △ 29.5 ％

生 命 保 険 17.0 ％

229

90

379

33

1,217 △ 14

2,891 2,858

1,231

81

△ 12

△ 92219

391

311

618 528

項　目
28年9月末 27年9月末

項　目
28年9月末

13,254 13,025

9,430 9,349

増減率

(A) (B) (A)－(B) (C)／(B)

(C)

増減率

(A) (B) (A)－(B) (C)／(B)

(C)27年9月末
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３．不良債権 
 

〇不良債権額（金融再生法）は、前年同期比１３億円減少し、２６７億円。 

  経営改善支援に積極的に取り組み、危険債権が９億円減少した。  

〇不良債権比率は、前年同期比０．１８ポイント低下し、２．７２％。 

（単位：億円）

56 58 △ 2

破綻先債権 7 7 0

実質破綻先債権 49 50 △ 1

危険債権 200 209 △ 9

要管理債権 10 12 △ 2

(A) 267 280 △ 13

正常債権 9,583 9,386 197

(B) 9,851 9,666 185

不良債権比率 2.72 ％ 2.90 ％ △ 0.18

金
融
再
生
法
開
示
債
権

(A)/(B)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

小計

債権額合計

前年同期比

(A)－(B)
項　目

28年9月末 27年9月末

(A) (B)

ポイ
ント
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４．自己資本比率 

〇自己資本比率は、単体が前年同期比で０．２９ポイント低下し、１０．５７％、 
    連結が同０．３６ポイント低下し、１０．５６％。 
   積極的な営業推進による貸出金の増加などにより、リスク・アセット（分母）が増加した。 

〇単体・連結のいずれも規制値（４％）を大きく上回っており、十分な水準。 

（単位：億円）

自己資本比率 10.57 ％ 10.86 ％ △ 0.29
ポイ

ント

自己資本額 731 717 14

リスク・アセット 6,921 6,600 321

自己資本比率 10.56 ％ 10.92 ％ △ 0.36
ポイ

ント

自己資本額 733 722 11

リスク・アセット 6,945 6,610 335

(B)

前年同月比

(A)-(B)

27年9月末

単
 
体

連
 
結

28年9月末
項　目

(A)
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Ⅱ．平成２８年度（２９年３月期）業績予想 

（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって 

   予想値と異なる結果となる可能性があります。 

（単位：百万円）

項　目

経 常 利 益 3,550 3,500

当 期 純 利 益 2,470 2,440

※連結の当期純利益は親会社株主に帰属する当期純利益であります。

通期（29年3月期）

連　結

うち 単　体
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